
令和８年５月 11 日 

市政記者 各位 

九州市長会防災部会事務局 

（福岡市市民局防災企画課） 

 

“熊本地震 10 年事業”と連携し、南海トラフ地震を見据えた広域訓練を実施します 

九州市長会では、大規模災害時に九州内の各自治体が相互に支援する『災害時相互支援プ

ラン』を運用するとともに、南海トラフ地震に備えた受援・支援の準備を進めています。これらは、

国等による本格的な被災地支援が始まるまでの被災地にとって最も厳しい発災直後から、九州

内の各自治体が被災地へ入り、初動期を支える「プッシュ型支援」を行うものです。

今回は、九州内の各自治体から熊本市へ支援職員を実際に派遣し、避難所の開設・受付・誘

導・運営支援までを一連で実施します。あわせて、航空自衛隊の航空機による上空からの被害

状況偵察飛行、陸上自衛隊の大型輸送ヘリコプターによる自治体車両と人員の輸送訓練とも連

携し、“空と地上が一体となった広域支援”の訓練を実施し、実効性を検証します。 

１ 訓練概要 

(1) 実施日

令和８年５月 16 日（土）、17 日（日）※詳細は次頁

(2) 訓練会場

被災地：熊本市立力合西小学校、

アクアドームくまもと

中継地：航空自衛隊春日基地（飛行場地区） 

熊本港 

出発地：九州市長会防災部会構成市 

(3) 主催

九州市長会防災部会、熊本市（熊本地震 10 年事業）

(4) 参加機関

九州市長会防災部会構成市、陸上自衛隊西部方面隊

航空自衛隊西部航空方面隊 他

(5) 災害想定

5 月 15 日午前、熊本地方を震源とする震度６強の地震が発生。

熊本市内で避難所開設・支援受入れが必要となった状況を想定。

News Release

熊本地震から 10 年。南海トラフ地震に備え、九州が動く。 

－ 空から・陸から。広域支援を熊本で検証 － 

受援・支援の標準化 × 持ち寄り型 TKB  × 自衛隊との連携 
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＜5/16（土）の動き＞ 

③航空機偵察飛行



２ 訓練詳細・撮影ポイント 

日程 時間 場所 （詳細は別紙参照） 活動概要 

５月 16 日
（土曜日） 

9：15   集合 
9：45～ ヘリ着陸、 

人員・車両降機 

①熊本港

熊本新港第２分譲地

（熊本市西区新港１丁目） 

陸自ヘリ「CH-47JA」着陸
支援人員、支援車両※の降機
支援車両が避難所へ向かう
※福岡市保有の災害時非常用電

源車両

10:15～職員・資機材参集 
 〃 ～避難所設営・運営 

11：30～避難者受入 

②熊本市立力合西
りきご うにし

小学校 

（熊本市南区荒尾１丁目 11-１） 

九州各地から参集する自治体職
員等による避難所開設・運営、避
難者受付、キッチンカー、トイレトレ
ーラーの展開、温かい食事の提供 

14:30～偵察飛行 
※14：50 までの間で航空管

制の指示に従い飛行

③アクアドームくまもとに隣

接する熊本県道 51 号線上

を東から西に向かって飛行 

航空自衛隊が保有する 

航空機２機による偵察飛行 

15：00～TKB48 避難所訓練

開始 

③アクアドームくまもと

多目的広場

（熊本市南区荒尾 2 丁目１-1） 

災害発生から 48 時間以内に（T）
トイレ、（K）キッチン、（B）ベッドが
揃う将来型の避難所を設置

５月 17 日
（日曜日） 

10：45～11：45 
特別トークセッション 

高島福岡市長、大西熊本市長、 
水谷避難所・避難生活学会代表理
事によるトークセッション「再現性
ある避難所運営を熊本から」 

３ 訓練で伝えたいポイント 

① “発災直後の空白”を埋めるプッシュ型支援 ➡ 被災自治体からの詳細要請を待つだけでなく、事

前に定めた役割と手順に基づき、九州内の自治体が先行して支援を開始します。 

② “受援シート”で支援を見える化 ➡ 南海トラフ地震への対応検証のため避難所が必要とする支援

内容を標準化した様式で共有し、支援する側・受け入れる側のミスマッチを防ぐ手順を検証します。 

③ 自衛隊との連携を実動で確認 ➡ 陸上自衛隊の CH-47JA による航空輸送連携のほか、航空自

衛隊の航空機による被害状況の上空偵察を確認します。 

④ 県境を越えた持ち寄り型 TKB（全国初の取組み） ➡ トイレトレーラーやキッチンカー、簡易ベッド

等の資機材を各市が持ち寄り、避難所の衛生・食・睡眠環境を一体的に改善する流れを確認します。 

４ 当日のお願い 

① 熊本港における CH-47JA の離着陸、車両降機時は、市担当者および自衛隊の指示に従ってくだ

さい。安全確保のため、急な移動・立入制限をお願いする場合があります。 

② 地域住民等が参加する可能性があります。個人が特定される撮影・放送に当たっては、各社で十

分ご配慮ください。 

③ 荒天、災害発生、航空機運用上の事情等により、訓練の一部または全部を中止・変更する場合が

あります。 

【問い合わせ先】福岡市 市民局 防災・危機管理部 防災企画課 危機管理担当 
担当：藤本、甲斐 TEL：092-711-4560 E-mail：bousai.cab@city.fukuoka.lg.jp 



別紙 訓練会場①②（5月１６日（土））

①熊本港 熊本新港第２分譲地
（住所：熊本市西区新港１丁目）

②熊本市立力合西小学校
（熊本市南区荒尾１丁目11-１）

県道51号線

※避難所イメージ

・9：15～ 集合
・9：45～ ヘリ着陸、人員・車両降機

力合西小へ向かう様子

：支援車両・人員動線

関係者駐車場

・10:15～ 職員・資機材参集
避難所設営・運営

・11：30～ 避難者受入

：支援車両・人員動線

トイレトレーラー

温かい食事
（キッチンカー）

着陸イメージ



別紙 訓練会場③（5月１６日（土）・5月17日（日））

③アクアドームくまもと
（熊本市南区荒尾2丁目１-１）

県道51号線 ≪5月16日（土）≫
・14:30～14：50の間で
航空管制の指示に従い東から西に
向かって被害状況偵察飛行を実施

熊本市立
力合西小学校

TKB48
避難所

駐車場

TKB48避難所イメージ

≪5月16日（土）≫
・15：00～ TKB48避難所訓練開始
≪5月17日（日）≫
・10：45～11：45 特別トークセッション

(避難所内「食堂」エリア)

多目的広場

食
堂
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